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～柳生･尾張を中心に～

 令和２年
２月１日㈯～４月12日㈰
 ９時～17時（入館は16時30分まで）
 ※桜まつり期間中は９時～21時（入館は20時30分まで）

 三河武士のやかた家康館　特別展示室・1階展示室
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❶黒呂色塗鞘尾張大小拵（部分）個人蔵
❷柳生鐔（付属：黒菜種塗鞘柳生脇指拵）個人蔵
❸尾張鐔（付属：笛巻塗鞘尾張打刀拵）個人蔵
❹柳生鐔（付属：黒石目塗鞘柳生半太刀拵）個人蔵

❹



【主催】岡崎市、岡崎公園指定管理者　一般社団法人岡崎パブリックサービス
【協力】日本美術刀剣保存協会名古屋支部、日本美術刀剣保存協会三河支部、岡崎美刀会
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「拵（こしらえ）」とは刀剣の外装、つまり鞘・柄・鐔およびその付属品のことを
いいます。ゲームやアニメなどをきっかけに、ここ数年日本刀がブームとなってい
ますが、刀身そのものばかりに注目がおかれ、その外装である「拵」にはあまり目
を向けられないのが現状です。しかし、拵は「武士の顔と心根」といわれるよう
に、武士ひとりひとりの権威や性格を表す非常に興味深い資料であります。江戸時
代にはいると、拵は実戦用の道具としての範囲を超えて、儀式用に用いるものや登
城・普段使い用、あるいは美術品として重宝されるなど、時代や流行に合わせて
様々なものが考案されました。さらには、それぞれの地方の文化や地域性を取り入
れた「お国拵」と呼ばれるものも作られるようになりました。
今回の展覧会では、お国拵の中でも、地元である愛知県の「柳生拵」と「尾張拵」
に焦点をあて、その特徴を作品とともに紹介します。また、その他にも美しく優美
なものや、少し変わったものまで、様々な拵を展示します。

日本刀初心者講座
～刀剣鑑賞の作法とマナー～

日　　時：３月22日（日）13時～15時30分
場　　所：巽閣（岡崎公園内）
定　　員：35人（18歳以上、抽選）
参 加 費：500円
申込方法：はがき・ファクスに参加者全員（１応募に
　　　　　つき２人まで）の郵便番号・住所・氏名・
　　　　　年齢・性別・電話番号を記入し、家康館
　　　　「日本刀初心者講座」係へ。
　　　　　2月20日（木）必着。
　　　　　当選の場合は３月10（火）までに
　　　　　はがきにて通知。

学芸員による
ギャラリートーク

日時：2 月 23 日（日・祝）15 時～
　　　4 月 4 日（土）18 時 30 分～
　　　※両日ともに 30 分程度
場所：当館エントランスに集合
　　　（当日の入場券が必要）

❶黒菜種塗鞘柳生脇指拵（部分）個人蔵
❷梨地丸揚羽蝶紋散金蒔絵鞘衛府太刀拵 個人蔵
❸銀鞘桐紋太刀拵 当館（岡崎市）蔵
❹巻貝研出鞘柳生大小拵 個人蔵
❺黒漆霞文鞘大小拵 個人蔵
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